






はじめに 

我々はダウン症児の超早期訓練を実施しているが,その特色は次の二点である。まず,発達

を粗大運動,知覚巧緻,コミュニケーション,生活習慣・社会性の四領域ごとに評価する。そ

の評価に基づいて訓練プログラムを作成し,実施し,その効果を評価する。このような手続

きをすべてのダウン症児に対し実施している。第二点は,母親参加ということである。生後

まもない乳児である場合が多いので毎日の育児の中に訓練プログラムを導入する。母親自

身が子どもの状態を適確に把握し,訓練にあたる。 

以上のように従来の親指導よりさらに深く子どもにかかわる役割を母親に与えるために

我々は母親,そして父親の社会文化的環境・養育態度・障害に対する認識等に関する情報を

適確につかんでおく必要がある。 

本研究では,ダウン症児をもつ親の養育態度が子の発達に及ぼす影響を明らかにするため

に,その第一段階としてダウン症の診断のあり方がその後の子どもの養育態度に及ぼす影

響について検討しようとした。ダウン症の診断は臨床的には出生時に可能であり,また染色

体検査では採血後数週間で診断が確実となる。他の多くの精神遅滞の発見や診断が早いも

のでも生後 6か月以後となることと比較すればダウン症の診断は明らかに早い。このよう

な早い診断がその後の育児態度にいかに影響を及ぼしているか,またダウン症の診断はい

かになされるのがよいかを明らかにするためにその予備的調査を実施した。 


